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　　　　　　　　欝欝　．話｝習瀧…毒へ誌
　　　　　　　　，｝　　　 Lv．v　r」“’rvvwv’v”　r”．．vpm．．vv－Nwthvv－v－t．“
　序雷　L談話會■と云ふのはよほど以前，歴史を言へば實に二十幾年の前から京都帝
大で天文研究の人々が時々集って天交學界の時事や各國の天文學雑誌に登麦された論
．丈や叉は各自が研究してみる事柄などについて紹介したり，批判したり，議論したlj
してみる會である．併せて懇談の意味も含んでみる．今學年度は前年度に引き纏いで
毎週火ag　rlの午後に開かれてるる．1929年に花山の頂に銀色のドームが輝㌍く様κな
ってから，此等の人々は事實上大學内の天文學敬室（吾々は略して敏室と呼んでみる）
で研究する人と，花山天測毫（略して山と呼んでみる）で襯測や研究する人とに分れる
事になったので，談話會は山と教室とで交互に開くことになった．丁年の中途で切り
が悪）・乍ら此才しから毎月L天界「誌上に於て談話會の梗概を一般の同者に御紹介Fこ及び
たいと思ってみる・讃巷の大部分の方々には或ひはおよそ縁遠い、追事かも知オしないけ
窪しども，1又一部の方々には幾分の興味を持って戴けることと信ずる・もっとこう云ふ
様に書）’て欲しいと云ふ御註文があったら筆者達にお通知下さったら出立るだけそれ
に副ふ標に努めたい．
　先づ今回はその手初めとして昭和六年度の新學年の初めからの分を與へられた紙歎
の導きるまで快速度で御紹介に及ぼう．　　　　（幹　事：）
　　認　事
！9・　51年度第一回（花山）　昭和六年四月廿一0
　　1．　山村理温順が次の論文の内容を紹介された・理論的のもの・MatukUmεL－T・＝Sしlr
　l’effect　Telativistique　dans　le　problさme　de　la　variations　des　latitudes　【二日本数牛勿學善言歪
面三期，＋三巻第二号円（緯度再論の問題に於ける相物律効果鯨元）・て）これは一寸
　簡軍に御紹介禺來ない．
　　2・　次いで高城武夫氏の東京天女塁訪問談に移った．時計の方面が正門だけに時計
回装置，無線電信装置等のことが圭であった・
　　3．対層理峯士、エPスが天交學界の興味を搦占してみた頃エロスが細長く見えた
　と云ふ來電があって，その壁光の原因を美事に突きとめたときだったので，次の論交
　を紹介した．
　v．d・Bes：Phアsical　Obscrvatiolls　of　Eros　［A・N・5780］エロスが8字：形に観測さオした
　ことについて・因みにエロスの色から推定したスペクトル型はK8である．
第二回（敏室）　四刀工八日
　1．村上理撃士　On　thc　Variablc　spcctral　I・incs　in　S　pectra　of　l2　Canum　Ven－
at’icoru｝n・蜜犬座α星のスペク1・ル巾の油化を示ず線についてBelOPolsl〈y（A’N・ユ96・
1］，1〈icss［PubL　Michiga113，106〕の研究と共にA・Markovの最近の研究［Ap・∫・
72，301］を紹介・
　2・上島認師は次の論交を紹介された．
　O・St・uvc　：］’・right　Li…ip　B　St・・s〔Ap・」・75，94］B型星のスペクト・レに現は才・・
50 談話會
る輝線；Cついての諸問題・線の輪鰍犬呪（line　c。・t・・r）が即くなる原因は主に星の自
民の影響に俵るとの結論であった．
第三回（教室）　Elil月十二日
　天交墓の人々が打ち連れて去る五月三日に東京天文壼を訪問されたので此の日はそ
のこ｝二産話をき）・た・併ぜて天丈學教室内の談話室（Clul）Ro。m）の設備が完成したの
でそのルーム開きを兼ねて懇談した．
山本数擾が初瑚（近頃から出初めたノルウエ｝の1・un（10b・e・Vl・t…yCii’c・la・につい
て紹介された後，着席順に土産談をして貰った．部ち稻穗，宮灘，森川，申村，上昆，
柴田，竹田，山村，由本の諸氏が夫々の所感を興味深く話された．筆者二人は留守番
役で持に面白くき）・たが，讃者はしさぞ断白い話だったらう］と推察される程度で我慢
して戴きたい。（初めに断つた通り止のたびは快速皮のこと故）．
第四回（教室）　五月十九日
　此の目は專ら恒星の内部構造論に朝するものであった．
　L粟原理學士・Sir　A・the・Eddi・gt・n・T｝le（．1）P…ity。f　E・tUicl・d　E・x，eJc、P・
　2・竹田助出直，Ohl　the　opaci〔y・f　t．｝・e　sl韻．
　3・村k肩口士，c・　st・L・・Y　：s・型の星の糸磯光度に来て腿N．　57S6：1、
の紹介及びそれに封ずる質問などがあった．
第五回（山）　五月十六日
　一日違ひに蹄朝された上田敏授と荒木助教授の外國土淳罷きかして戴）’た，
　工・上田助激撞米國では圭に加州バ1クレ1大學内の天交言に居られた．米國の
大學生々活の色んな挿話を面白く紹介された．次いで四千二百咲のハミルトン山．上り．
ツク天日塁の生活に就）・て語られた．御豊帝途に於けるコロラド河ロiエル天文毫，ヤ
1キス天文塁上のμ万問談を以て話を結ばれた．
　2荒木助数清濁逸をJSIとして臨郷i各國を漫遊された．最も長く滞在された詩境
ポツダムでの感想に附け加えて環逸の大學に於ける談話會の状況や天農物理學の理論
に於ける刻下の大切な研究日頃fについて話された．ヌ．ホンガリヤの首府ブダペストに
於けるA・G・μ會の総會に此1棉さ才・たときの“1味深き所感を次の旬を以て結ぱ才・た．
　　　　　みヲウみ　　　　 a、カリ・ホンガリヤの湖に臼；麹tてi／L防が晴くなる頃，パイフ’をくわへて冥想ナるエデントン
教授の姿が眼に淺ってみる■と，
　第六回（教室）　六月二H
　11竹田助激授星の内部構造に關ずる次の祠ヌ：を紹介．
　Thoma：s　：　T］］e　Slow　ContrElcti 　or　］t；xpan．sivn　ef　a　Fluid　F，Spl］cres．
　2・　荒木助教授　東京天：交墓の李山清次先生の宇宙進化論に關ナる最近のお考へに
ついて述べら才したものを紹介された．後，出席者一同はそれに野して隔意なき忘見を
蓮；べ合って懇談した．非常に皆の興味をひいた問題であった．
　3・　山本i敦擾・一一九三：．二年：夏より一年間行はれる筈の、　lntcrnati（，nal　P・lar　I’ea］：（萬
國協同極地研究年間）の計書とそれにi射して御意見を述べられたe
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第七画（花山）　六月九日
　1・村上理學士　W・lf－Rayct　StaTs及びAbsorPti・n　O・Starsの分類に就ての最近の
諸論文をまとめて紹介した．
　2・稻葉理韻士は次の論文を紹介．
S，Tscllemy：Das　Stadi、lm　der　Evolution　vonβLyrae（琴座β星の進化に關する考察）
　3・中村要氏　は次の二項について述べれた．
イ）30cm赤道儀のMicrometer　Constant（測微尺恒藪）の決定に就いて，
ロ）計霊中の鳥眞レンズに就て．同氏は自分で磨いて作ったレンズで篇眞を撮って，
ノ1・遊星の乱臣をして居られることは譲i者も御承知のことと思ふ．
第八圓（敏室）　六月十六日
　1，山本教擾はlnternati・nal　l’・1ar　Yearに關する丈部省よりの指令を紹介された・
極地観測年の計震は初めてワイプレヒト大尉に依って堤唱さ恥，直ちに1882年よ｝J83
年に亘って實施され學界に多大の功献を成した．當時の協定の通り丁度五十年後に同
じ研究が繰返されるのは甚だ有意義なことであらう・
　2・築原理學士　E．W，　Pike：An　Extcnsion　of　the　Giant　S｛uellcL’t〔〕L（〕w　Masses
これは蝕目星の観測材料に基いて星辰進化の問題を取扱かつたものである・
　3・荒木助敏授K・1〈anda・O・（H　ph・ld　V・・i・bl・・（セフエイド型攣光星に就て）・
セブエfド型攣光星の攣光範園Alnplitucleに崩する統計的研究．
第九回（花出）　六月十三日
　L森川重心士On　M・・idian　C）ll・ervation・（子午線観測の現状に就いて）・
現在グリニチ，ワシントン．プルコワtニース7等で子午線槻測をやって居るが，生
にFan，lauLentaエStarsの槻測にカが注がれてみる・倫太陽，月，諸遊星の子午線槻測
も可成りなされてるる・まとまった報皆だつたので外の人々から色んな意見も出て面
白かつた．
　2・　閉村理學士　次の論交を紹介・
］S，　A，　1〈lreil〈en：　．Nrotc　c）n　thc　Axial　Rotation　of　the　Star，s　（11．　N，　9．1］
近來恒星の1、縛の問題は學界7）注目の的となりつエ．ある．親測材料も可成り整ってみ
て新理論樹立の機に嘗ってみる・次いで
　；；，　山本激授　は吹田問題の成行きを説明せら才し，皆はこれについて自由な意見を
披露した・然しまとまった意見を示した人は無かった．
第十画　（教室）　六月三＋H
　I・　荒木臨画擾　は談話會の博論について腹臓なき意見を述べられ，皆はこれ．につ
いて夫々の考へを述べた．次いで
　2　山本三目は近く米國の攣光星擬測家Davicl　B・Pic／重ering氏が來朝されることに
つ）・て話された・
　倫上田助数授が左京口吉田本町一．一二番地へ轄居されたことの披露其他雛談があって
第一學期の談話會を今回で閉つることにした・
